
食品パッケージのプラスチックトレイをペーパーボードとプラスチックの組み合わせに置き換え
ることで、トレイがもたらす気候への影響を約80％削減することが可能。

プラスチックに代わる素材を探すのは簡単ではあり
ません。プラスチックの使用による環境への大きな
影響を減らすために、再生可能な代替素材を見出す
革新的な取り組みが、世界規模で行われています。
多くの解決策が試みられていますが、プラスチック
の強力なメリットをすべて兼ね備えながらもその「
重大な欠点」を排除した素材は、まだ存在していま
せん。気候に配慮をしているパッケージ調達担当者
は、実現しない可能性もあるそのような魔法の素材
を待つ代わりに、既存の代替素材を検討して複合素
材へと移行する必要があります。

ペーパーボード（板紙）のような再生可能な素材と
少量のプラスチックを組み合わせたパッケージソリ
ューションはすでに存在しており、従来のオールプ
ラスチックパッケージと比較して気候への影響を80
％以上削減します。

食品包装のごく一般的なタイプの一つにプラスチッ
ク製のトレイがあり、これは密封して消費者まで届
けることができます。全プラスチック製のトレイに
代わる簡単な代替手段として、再生可能なペーパー
ボードに水分・油脂・香りの遮断に必要なバリア特
性を提供する薄いプラスチック層を備えた複合素材
でプラスチックを置き換えることが可能です。ペー
パーボードの木質繊維が構造に必要な剛度と強度を
与えつつ、プラスチックのバリア特性が機能面での
仕上げをもらたします。このように比較的簡単な素
材の代替で、パッケージングの気候への影響を80％
以上削減することができるのです。

「プラスチックはパッケージングに最適な素材で
す。非常に成形性が高く、衛生面での要求が高い
食品パッケージに必要な密封性があります」と、
イグスンド・ペーパーボードの新製品営業マネー
ジャーであるステファン・セダーベリ氏は語りま
す。同氏は、イグスンド社の複合素材Inverform（
インバーフォーム）の市場投入を指揮していま
す。Inverformはオールプラスチック製のトレイに
代わる素材で、トレイの気候変動への影響を大幅に
軽減することができます。

プラスチックコーティングされたペーパーボードで
作られたパッケージは、様々な種類が何十年も前か
ら存在していましたが、最新のペーパーボード製造
技術の進歩により機能性が向上し、気候への影響も
軽減されました。化石素材と再生可能な素材、そし
てそれぞれの気候への影響に関する議論によって、
プラスチックと板紙の組み合わせはより一層ポジテ
ィブに受け取られています。

「プラスチック製パッケージの欠点は、通常化石原
料だけを使用しており、リサイクルが容易ではない
ことです」と、イグスンド・ペーパーボードのサス
テナビリティ担当ディレクター、ヨハン・グラノー
ス氏は言います。「それに比べて、当社のペーパー
ボードの気候変動への影響は、プラスチックよりも
約90％少ないのです。ペーパーボードと薄いプラス
チックのバリアを組み合わせることで、プラスチッ
ク製パッケージに比べて、パッケージ全体の気候へ
の影響を大幅に減らすことができます。」

スマートなパッケージのためのプラスチック代替素材、バリアコーティングペーパーボード



「当社では、プラスチックコーティング・ペーパー
ボードの製造にバイオプラスチックを10年ほど使用
しています」とセダーベリ氏は言います。「バイオ
プラスチックは一般的に製造面で扱いが難しいと言
われており、従来のプラスチックよりも用途が限定
されています。また、価格も高いです。バイオプラ
スチックは常に進歩しています。多くの企業が、製
造工程で問題なく機能するような特性を持つ化石原
料不使用のバイオプラスチックを求めているからで
す。素材メーカーとしての当社と、最終包装材を製
造する会社の両社にとって必要なものなのです。」 

しかし、プラスチックの問題はそれだけではありま
せん。昨年、イグスンド・ペーパーボードが食品以
外の小売パッケージを調査したところ、プラスチッ
クの本当の機能が発揮されていない状態で使用され
ている例が多く見られました。その中には電球やヘ
ッドフォン、繊維製品などのプラスチックパッケー
ジがあり、これらはすべて気候変動への影響を軽減
する可能性を秘めていました。

「プラスチックを含むパッケージの多くは、気候へ
の影響が少ない素材に簡単に置き換えられるもので

す」とグラノース氏は付け加え、こう述べていま
す。「当社は、素材を置き換えることで気候への影
響を99％削減したパッケージの例を見つけていま
す。まずはそこから始めるのが賢明でしょう。気候
への影響を抑えた素材に投資しながら、イノベーシ
ョンのプロセスがより困難なパッケージング問題に
対する解決策を見出すまで待つことです。」

市場では、素材メーカーによる化石原料を使用しな
い新しいバリアの開発が待たれる一方で、従来のプ
ラスチックやバイオプラスチックでコーティングさ
れたペーパーボード製のパッケージが求められてい
ます。

「プラスチックに取って代わり、気候への影響を最
小限に抑えることは、あらゆる大手のブランドオー
ナーが環境ガイドラインに盛り込んでいることであ
り、その数も毎月増加しています」と、グラノース
氏は締めくくりま
した。
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